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〈墨
田
支
部
〉

住宅デー 5月 24日開催
墨 田区内 5つの会場で開催 します。
木エイ本験や防災イ本験 など楽 しい企画 を
ただいま準備 中です。詳 しくは 3面に
記載。是非 0来場 ください。
すみだ支部ホームページ
http://w、 A′W. dOken― sunlida. org

４
月
１２
日

（日
）
、
東
京
土
建

一
般
労
働
組
合
墨
田
支
部
第
６８
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
定
期
大
会
は
前
年
度
の
経
過
報
告
や
活
動
報
告
、

新
年
度
の
運
営
方
針
や
活
動
計
画
を
決
定
し
、
新
役
員
を
選
出
す
る
重
要
な
場
で
、
組
合
の
運
営
に
必
要
な
最
高
意
思
決
定
機
関
に
な
り
ま
す
。
そ
の

大
事
な
定
期
大
会
を
、
支
部
の
役
員
、
分
会
の
役
員
、
書
記
局
、
来
賓
、
合
計
８５
名
が
参
加
し
、
両
国
の
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
し
た
。

墨田、江東、江戸川合同編集

分散分科会 で はよ り深 い話 し合 いが

全
体
会
で
様
々
な
提
案
が
採
択

今
期
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
は

「第
二
茨
担
い
手
３
法

の
全
面
施
行
を
追
い
風
に
、

次
代
を
担
う
若
者
が
誇
り
を

も

っ
て
入
職
で
き
る
魅
力
あ

る
建
設
産
業
へ
。
賃
金

・
単

価
の
引
き
上
げ
と
労
働
環
境

の
改
善
を
実
現
し
未
来
を
描

け
る
持
続
可
能
な
建
設
産
業

を
全
世
代
の
仲
間
の
団
結
し

た
力
で
切
り
拓
こ
う
！
」
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
午
前
中
は
基
調

報
告

（先
月
号
に
記
載
）
と

決
算

。
予
算
案
が
報
告
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
１２
～
‐３
名
ず
つ
７

つ
の
分
散
分
科
会
に
分
れ
て

討
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

専
門
部
０
と
の
議
案
討
議
。

分
散
分
科
会
企
と
に
扱
う
専

門
部
を
分
け
、
よ
り
深
い
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仕
事
対
策
で
は
住
宅
デ
ー
に

専
門
部
０
と
の
討
議
の
後

は
、
７
つ
の
分
散
分
科
会
共

通
テ
ー
マ
と
し
て
、
「仕
事
や

暮
ら
し
の
状
況
」
、
「組
織
の

拡
大

。
強
化
」
に
つ
い
て
討

議
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

仕
事
や
暮
ら
し
が
厳
し
い
、

物
価
高
だ
け
で
な
く
、
資
材

の
入
手
も
困
難
に
な
り
不
安

と
い
う
声
が
多
く
、
そ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
労
働
組
合
が

力
を
発
揮
す
る
と
き
、
と
い

う
力
強
い
発
言
も
あ
り
、
「組

合
」
の
良
さ
は
何
か
？
と
の

質
問
に
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と
が
顔

つ
い
て
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
取
り
組

む
、
も

っ
と
東
京
土
建
の
ア

ピ
ー
ル
を
す
る
、
教
育
宣
伝

部
で
は
支
部
の
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
集
約
に
も
活
用

し
て
欲
し
い
、
税
金
対
策
部

で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の
反
対
運

動
を
強
め
よ
う
、
と
い

っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

を
合
わ
せ
て
交
流
す
る
ア
ナ

ロ
グ
な
活
動
が
大
事
と
の
意

見
も
あ
り
、
多
く
の
組
合
員

が
土
建
に
集
ま
り
、
こ
の
困

難
を
皆
で
乗
り
越
え
よ
う
と

困
難
な
時
だ
か
ら
こ

委
　
一員
　
長

善
清
（ひ
き
ふ
ね
）

行

委

員

長

寿
英
谷本
所
第

ご

祐

一
谷あ

づ

ま
）

幸
樹
（ひ
き
ふ
ね
）

明

（す

み

だ
）

長洋
行
（書

記

局
）

次

長

伸
治
釜
中
記

局
）

和
幸
釜
中
記

局
）

執

行

委

員

升
元
（本
所
第
二
）

石
川
　
雅

一
（本
所
第
二
）

永
瀧
　
一
也
（八
　
　
広
）

生
芝
　
規
雄
（あ

づ

ま
）

新
野
　
正
昭
（立
　
　
花
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

永
瀧
　
将
也
（青

年

部
）

深
井
　
光
子
（女
性
の
会
）

後
藤
　
秋
夫
（シ

ニ

ア
）

執
行
委
員
　
／
　
分
会
長

森
下
　
清
　
（本
所
第

一
）

崎
山
　
達
彦
（本
所
第
一
〇

大
岩
　
幸
男
（八
　
　
広
）

倉
田
　
隆
　
（あ

づ

ま
）

鈴
木
　
明
宏
（ひ
き
ふ
ね
）

坂
本
　
功
通
《立
　
　
花
）

小
澤
健
太
郎
（す

み

だ
）

槌
町
で
４
月
２２
日
、
山
林

火
災
が
発
生
し
た
。
連
日

報
道
さ
れ
た
の
で
、
企
存

じ
の
方
も
多
い
と
思
う
▼

５
月
２
日
に
鎮
圧
さ
れ
た

が
、
５
月
６
日
に
町
肉
の

違
う
山
林
で
ま
た
火
災
が

発
生
し
て
し
ま

っ
た
▼
幸

い
延
焼
拡
大
の
恐
れ
は
な

い
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、

熱
源
を
調
査
し
た
と
こ
ろ

別
の
問
題
が
…
、
ク
マ
の

存
在
だ
▼
消
火
の
必
要
が

あ
る
熱
源
付
近
に
、
少
な

く
と
も
３
頭
の
熊
が
い

て
、
地
上
消
火
が
困
難
と

の
こ
と
▼
こ
こ
数
年
、
全

国
で
ク
マ
の
出
没
が
多
発

し
、
人
間
が
襲
わ
れ
る
こ

と
も
増
え
て
い
る
▼
自
然

界
で
ク
マ
と
対
面
し
た
ら

想
像
を
絶
す
る
恐
怖
だ
と

思
う
が
、
そ
ん
な
猛
獣
な

の
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な

る
と
、
プ
ー
さ
ん
、
リ
ラ

ッ
ク
マ
、
く
ま
モ
ン
と
か

わ
い
い
も
の
ば
か
り
…
何

故
？
▼

一
説
に
よ
る
と
、

ク
マ
は
大
き
さ
を
別
に
す

れ
ば
人
間
が
か
わ
い
い
と

思
う
特
徴
を
備
え
て
い

て
、
実
際
に
対
面
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た

か
ら
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な

っ
た
と
の
こ
と

▼
山
林
に
行
く
際
は
出
投

情
報
に
注
意
し
、
危
険
な

と
こ
ろ
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

執

行
藤
川

副

執
福
井
霜
鳥
林小
島

圭
〕

記
出
雲

圭
日　
記
長
妻
鈴
木

常

任
間
船

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

分
散
分
科
会
終
了
後
、
再

び
全
体
会
に
戻
り
、
各
分
散

分
科
会
報
告
の
後
、
大
会
表

彰
、
新
役
員
選
出
な
ど
が
行

わ
れ
、
今
大
会
で
な
さ
れ
た

提
案
は
全
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
役
員

一
同
、　
一
丸
と
な

っ
て
困
難
に
立
ち
向
か

っ
て

い
こ
う
と
、
最
後
は

「団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会
し
、

墨
田
支
部
の
新
た
な

一
年
が

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
様
々
な
活
勃
や

運
動
に
０
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
尚
、
新
役
員
は

沢
の
通
り
で
す
。

ュ

ド
ギ

■

震
災
復
興

支
援
で
墨
田

支
部
も
何
度

も
訪
れ
て
い

る
岩
手
県
大

学卒業祝金
この香、お子さんが中学校を
卒業した組合員さんに

5000円
を贈りお祝いします

給付を受けるには申請が嚇要です

p
申請書は墨田支部

窓口にございます

お問い合わせは

支部事務所まで

03-3614-3806

汐

墨
田
支
部
第
６８
回
定
期
大
会

4

§

斯入学4▼1金制度
この香、お子さんが小学校・

中学校に入学した組合員さんに

図書力…ド (5000円 )
を贈りお祝しヽします

給付を受けるには申請が財要です

申請書は墨田支部窓回、または

どけん共済会のホームページの

「各種制度」タブから「組合総合共済」を開くと、

下部に「慶弔金 資格・講習共済の申請書

作成ツール」がありますので、「慶弔金申請」を

クリックして申請書を作つて、申請してください

☆ お 間 い合 わ せ は群 長 さ ん
ま た は 支 部 事 務 所 ま で

03-3614-3806

撒
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で
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「どこに筋 交 いを入れ よう ?」 筋交 いの効果体 験

保 坂 都 議 も ジ ャ ッキ体 験

液 状 化 実 験 は 町 会 の方 が 指 導

藤川執 行委 員長 「仲 間 を
増 や しま しょう」

2026年 5月 5日

４
月
１９
日

（日
）
、
合
東

区
谷
中
地
区
の
員
島
阿
会
で

防
災
訓
練
が
あ
り
、
合
東
支

部
の
皆
さ
ん
と
共
に
ハ
ン
マ

ー
ズ
が
参
加
し
ま
し
た
。
真

島
町
会
は
谷
中
霊
園
の
西

側
、
不
忍
通
り
の
東
側
付
近

で
、
こ
ち
ら
の
防
災
訓
練
に

ハ
ン
マ
ー
ズ
は
２
０
２
３
年

か
ら
参
加
し
て
お
り
、
今
年

昨
年
ま
で
合
東
支
部
の
皆

さ
ん
に
は
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ

コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
担
当
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ン

プ
ボ
ウ
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
指

導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

資

格

講

習

会

の

ご

案

内

＝

ち
ら
の
防
災
訓
練
で
は
初
め

て
の
登
場
と
い
う
こ
と
で
、

町
会
の
皆
さ
ん
も
興
味
津

々
。
墨
田
区
同
様
、
現
在
合

東
区
に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が

な
い
の
で
、
こ
の
日
は

「合

東
区
唯

一
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
」
と
し
て
実
施
し
、
合
東

区
選
出
の
保
坂
ま
さ
ひ
ろ
都

議
会
議
員
に
も
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ハ
ン
マ
ー
ズ
は
筋
交
い
の

効
果
体
験
と
長
周
期

・
短
周

期
振
朝
体
験
を
行
い
ま
し

た
。筋
交
い
の
効
果
体
験
は
、

三
階
建
て
の
柱
組
の
模
型

に
、
筋
交
い
を
入
れ
る
前
と

後
で
、
ど
れ
だ
け
地
震
に
強

く
な
る
か
を
実
際
に
体
験
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
筋
交

い
を
入
れ
る
前
だ
と
派
手
に

倒
れ
て
し
ま
う
の
に
、
入
れ

る
と
本
当
に
倒
れ
な
く
な
る

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
長
周

期

・
短
周
期
振
動
体
験
は
、

合
に
厚
紙
を
逆
Ｕ
の
字
に
高

さ
を
変
え
て
３
つ
、
戸
建
て

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
低
い

（短

い
）
も
の
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
中
く
ら
い

の
も
の
、
高
層
ビ
ル
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
高
い

（長
い
）
も

の
を
立
て
て
、
合
を
細
か
く

揺
ら
す
と
低
い
も
の
だ
け
が

揺
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
大
き
く

揺
ら
す
と
高
い
も
の
だ
け
が

揺
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
現

象
を
分
か
り
や
す
く
体
験
出

来
て
、
お
子
さ
ん
か
ら
大
人

ま
で
と
て
も
好
評
で
し
た
。

長
島
町
会
の
皆
さ
ん
に
は

液
状
化
実
験
を
担
当
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
水
槽
の
中
に

（地
面
に
見
立
て
た
）
水
分

を
含
ん
だ
砂
を
入
れ
、
そ
の

上
に
家
の
模
型
を
置
き
、
地

震
が
起
こ

っ
た
よ
う
に
水
槽

を
揺
ら
す
と
砂
の
中
の
水
分

が
表
面
に
上
が

っ
て
き
て
、

家
の
模
型
が
傾
く
と
い
う
も

の
で
、
目
に
見
え
て
水
が
上

が

っ
て
く
る
様
子
に
皆
さ
ん

感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
東
京
土
建
で
は
墨

田
支
部
だ
け
で
は
な
く
す
べ

て
の
支
部
で
「春
の
拡
大
（仲

間
Ｚ
増
や
す
）
月
間
」
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
全
都
の
仲

間
が
組
合
員
を
増
や
す
た

め
、
様
々
な
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。
墨
田
支
部
で
も
昼

間

・
夜
間
と
役
員
さ
ん
が
組

合
員
さ
ん
の
お
宅
や
、
所
属

事
業
所
を
訪
間
し
て
い
ま

す
。
こ
の
訪
間
行
動
は

「拡

大
訪
間
行
動
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
支
部
会
館
で
行
う

集
団
健
診
や
潮
千
狩
リ
バ
ス

ハ
イ
ク
、
６
月
２‐
日
に
行
う

サ
ッ
カ
Ｉ
Ｗ
杯
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
の
０
案
内
な

ど
、

「拡
大
」
だ
け
じ
ゃ
な

い

「組
合
と
組
合
員
」

「組

合
員
と
組
合
員
」
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
た
め
の
訪
間
行

動
で
も
あ
り
ま
す
。
す
で
に

「ウ
チ
に
も
来
た
」
と
い
う

方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
三
度
三
度
と
訪
間
す
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ウ
ナ
に
は
ま
だ
来
て
い

な
い
と
い
う
お
宅
に
も
こ
れ

か
ら
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
忙
し
い
と
き
に
お
邪
魔

す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
役
員
さ
ん
が
訪

間
し
た
際
は
、
歪
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。
訪
間
す
る
役

員
さ
ん
も
皆
さ
ん
と
同
じ
組

合
員
で
す
。
仕
事
の
話
な
ど

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
共
有
し

て
、
今
後
の
組
合
活
動
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

も
ち
る
ん
、
ま
だ
組
合
に
入

っ
て
い
な
い
お
仲
間
の
紹
介

も
大
歓
迎
で
す
。
墨
田
区
を

は
じ
め
公
営
国
保
の
保
険
料

も
値
上
が
り
し
て
い
て
、
土

建
国
保
の
間
い
合
わ
せ
も
増

え
て
い
ま
す
。
他
に
も
労
災

や
雇
用
保
険
、
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
建
設

業
に
関
わ
る
様
々
な
業
務
に

お
囚
り
の
方
が
い
た
ら
、
是

非
０
紹
介
く
だ
さ
い
。

拡
大
月
間
は
今
月
末
ま

で
、
墨
田
支
部
の
加
入
目
標

は
９４
人
で
す
。
私
た
ち
の
声

を
届
け
、
要
求
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
組
織
人
数
の
維

持
、
払
大
が
重
要
で
す
。
組

合
に
と

っ
て
と
て
も
大
事
な

取
り
組
み
に
な
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
、
家
族
の
皆
さ

ん
の
ё
協
力
を
よ
る
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

《
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
６
月
１５
日
～
１６
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
経
験
３
年
以
上

《
有
機
浴
剤
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
６
月
２
日
～
３
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
憾
歳
以
上

《
石
綿
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
６
月
１８
日
～
１９
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
１８
歳
壕
上

《
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
７
月
１６
日
～
１７
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
経
験
３
年
以
上

《
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
工
作
物
の
解
体
箸
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
７
月
２
日
～
３
日
の
２
日
間

受
講
料
　
１
万
２
千
円

対
象
者
　
経
験
３
年
以
上

《
地
山
及
び
土
止
め
の
掘
削
支
保
工
作
業
主
任
者
》

講
習
日
　
７
月
２８
日
～
３０
日
の
３
日
間

受
講
料
　
１
万
８
千
円

対
象
者
　
経
験
３
年
以
上

《
足
場
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育
》

講
習
日
　
６
月
１０
日

受
講
料
　
９
千
円

対
象
者
　
足
場
作
業
主
任
修
了
者

《
熱
中
症
予
防
管
理
者
特
別
教
育
》

講
習
日
　
６
月
２９
日

受
講
料
　
７
千
円

対
象
者
　
職
長
な
ど
責
任
あ
る
立
場
の
方

《
振
動
工
具
特
別
教
育
》

講
習
日
　
６
月
４
日

受
講
料
　
７
千
円

対
象
者
　
１８
歳
以
上

《
足
場
特
別
教
育
》

講
習
日
　
７
月
７
日

受
講
料
　
８
千
円

対
象
者
　
１８
歳
以
上
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５
月
２４
日

（日
）
、
墨
田
区
内
５
つ
の
会
場
で
、
第
４５
回
す
み
だ
住
宅
デ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
住
宅
デ
ー
は
建
設
産

業
に
従
事
す
る
職
人
の
仕
事
や
技
術
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
日
と
し
て
、
１
９
８
１
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
て
、
木
工
教
室
や
モ
ノ
づ
く
り
体
験
、
防
災
体
験
な
ど
楽
し
い
催
し
を
行
う
も
の
で
す
。

各
会
場
を
０
案
内
し
ま

す
。
ま
ず
は
文
花
宮
前
橋
公

園
。
文
花
児
童
館
の
横
に
あ

る
公
園
で
、
こ
ち
ら
は
カ
キ

氷
や
綿
あ
め
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
と
い
っ
た
飲
べ
物
の
企

画
が
あ
り
、
食
べ
な
が
ら
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
会
場
で

す
。
人
気
の
ハ
ン
マ
ー
ズ
企

画
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
コ
リ

ン
ト
ゲ
ー
ム
も
こ
ち
ら
の
会

場
で
体
験
で
き
ま
す
。
他
に

も
工
作
体
験
、
的
あ
て
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
運
営
は
主
に

文
花

。
押
上

。
向
島
地
域
の

組
合
員
さ
ん
が
所
属
す
る
あ

づ
ま
分
会
に
な
り
ま
す
。

続
い
て
き
ら
き
ら
会
館
。

京
島
の
キ
ラ
キ
ラ
橘
商
店
街

の
中
に
あ
る
集
会
所
で
、
目

の
前
の
広
場
で
工
作
体
験
、

家
具
転
倒
防
止
ミ
ニ
模
型
、

抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
買
い
物
の
つ
い
で
に
立
ち

寄

っ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
会
場
で
す
。
運
営
は
主
に

京
島

・
東
向
島
地
域
の
組
合

員
さ
ん
が
所
属
す
る
ひ
き
ふ

ね
分
会
で
す
。

決
は
福
寿
公
園
。
東
あ
ず

ま
駅
か
ら
丸
八
通
り
を
痩

っ

て
平
井
方
面
に
向
か

っ
た
右

側
に
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
で

は
工
作
体
験
、
塗
装
体
験
、

筋
交
い
の
効
果
体
験
、
く
じ

引
き
を
楽
し
め
ま
す
。
運
営

は
主
に
立
花
地
域
の
組
合
員

れ
る
か
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
屋
形
船
、

ホ
テ
ル
ビ

ュ
ッ
フ

ェ
な
ど
は

容
易
に
開
催
で
き
る
が
、
も

っ
と
新
た
な
方
向
性
の
計
画

が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【本
所
第
二
】
暑
い
季
節
の

到
来
が
早
く
な

っ
て
い
ま

す
。
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

【八
広
】
払
太
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
対
象
者
が
い
た
ら

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【あ
づ
ま
】
イ
ン
ボ
イ
ス
反

対
や
消
費
税
減
税
を
組
合
で

【木
所
第
二
】
毎
回
話
は
物

価
高
の
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

う
。
中
東
の
戦
争
で
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
生
活
が
大
変
に

な

っ
て
く
る
気
が
す
る
。
私

た
ち
は
た
だ
節
約
す
る
し
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
は

戦
争
を
し
な
い
と
い
う
憲
法

だ
け
は
守

っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

ι
メ

【本
所
第
二
】
土
建
国
保
加

入
の
組
合
員

・
家
族
は

（提

携
医
療
機
関
で
）
無
料
で
健

康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
是
非
利
用
し
ま
し

ょ
＞つ
。

【本
所
第
二
】
イ
ラ
ン
と
ア

メ
リ
カ
の
問
題
で
い
ろ
い
る

な
も
の
の
入
荷
が
遅
く
な

っ

て
い
る
。

【本
所
第
二
】

支
部
定
期
大

会
の
出
席
者

の
顔
ぶ
れ
を

見
る
と
、
女

性
や
年
齢
層

の
高
い
方
が

多

く

思

え

る
。
日
曜
日

の
開
催
で
、
比
較
的
出
席
し

や
す
い
の
で
、
仕
事
な
ど
と

重
複
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

仕
事
優
先
は
い
た
し
か
た
な

い
が
、
大
会

へ
の
関
心
を
も

っ
と
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

【本
所
第
二
】
分
会
で
Ｂ
Ｂ

Ｑ
を
企
画
す
る
け
ど
、
新
規

加
入
者
が
ど
れ
だ
け
来
て
く

さ
ん
が
所
属
す
る
立
花
分
会

に
な
り
ま
す
。

本
所
地
域
で
も
開
催
し
ま

す
。
と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
駅
か
ら
南
に
向
か

っ
て

右
側
に
あ
る
業
平
橋
住
宅
、

そ
の
中
に
あ
る
公
区
で
開
催

し
ま
す
。
通
り
か
ら
中
が
あ

ま
り
見
え
な
い
会
場
な
の
で

す
が
、
工
作
体
験
、
丸
太
切

り
、
防
災
ト
イ
レ
、
ス
ト
ロ

も

っ
と
訴
え
て
い
っ
て
欲
し

Ｖ
【あ
づ
ま
】
二
年
間
、
定
期

的
に
求
人
誌
に
掲
載
し
続
け

て
い
ま
す
が
、反
応
が
な
く
、

面
接
ま
で
も
ほ
ぼ
成
立
し
て

お
ら
ず
、
従
業
員
に
も
協
力

を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す

が
、
下
請
け
会
社
に
頼

っ
て

い
る
状
況
で
す
。

【あ
づ
ま
】
イ
ラ
ン
戦
３
に

よ
る
イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
生

活
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【あ
づ
ま
】
健
康
診
断
を
早

た

°

|
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大 人 気 の ジ ャ ッキ ア ップ コ リン トゲ ー ム (文花 宮 前 橋 公 園 )

一
″

／

゛
ツ

き
ら
き
ら
会
館
の
工
作
体
験

―
え
び
釣
り
、
風
ぐ
る
ま
づ

く
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
運

営
は
本
所
地
域
東
側
の
組
合

員
さ
ん
が
所
属
す
る
本
所
第

二
分
会
に
な
り
ま
す
。

最
後
は
緑
町
公
園
。
北
斎

美
術
館
の
目
の
前
の
公
園

で
、
工
作
体
験
、
大
工
道
具

と
木
組
み
の
展
示
、
防
災
ク

イ
ズ
釣
リ
ゲ
ー
ム
、
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
を
行

め
に
申
し
込
む
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

【
ひ
き
ふ
ね
】
戦
争
が
終
わ

ら
な
い
た
め
に
世
界
中
が
不

安
定
に
な

っ
て
い
て
、
特
に

戦
争
を
し
て
い
る
国
の
指
導

者
は
責
任
が
重
い
。
指
導
者

と
は
不
安
に
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
平
和
で
安
心
し
て
皆

が
暮
ら
せ
る
よ
う
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
来
な

い
人
は
指
導
者
な
ど
と
は
言

え
な
い
。
と
ん
で
も
な
い
人

間
だ
。

|

|

|

|

|
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い
ま
す
。
運
営
は
本
所
地
域

西
側
の
組
合
員
さ
ん
が
所
属

す
る
木
所
第

一
分
会
で
す
。

各
会
場
、
な
に
か
し
ら
の

も
の
づ
く
り
体
験
と
防
災
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
全

会
場
で
住
宅
相
談
も
行
い
ま

す
。
開
催
時
間
は
午
前
１０
時

～
午
後
１
時

（文
花
宮
前
橋

公
園
の
み
２
時
ま
で
）
。
是

非
、
０
来
場
く
だ
さ
い
。

連
載
コ
ラ
ム

【深
井
光
子
会
員
】

一
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

墨
田
支
部
の
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
私
も
参
加

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
両
国
ま
で
初
め
て
自
転
車
で
行

き
ま
し
た
。
今
は
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
厳
し
く
な

り
、
車
道
が
原
則
逆
走
は
駄
目
と
か
、
気
を
つ
け
な
が

ら
走

っ
た
ら
家
か
ら
３０
分
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
車

が
駐
車
し
て
い
る
と
、
車
を
よ
け
て
右
側
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
後
ろ
を
振
り
返
る
と
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
く
る
車
が
い
て
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
通
り

抜
け
れ
ば
良
い
か
、
怖
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
人
か
ら

聞
い
た
く
ら
い
し
か
ル
ー
ル
も
分
か

っ
て
い
な
く
て
、

正
し
い
乗
り
方
や
罰
則
な
ど
の
詳
し
い
ル
ー
ル
を
知
り

た
い
で
す
。
皆
さ
ん
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
ち
な
み

に
、
総
会
が
終
わ

っ
た
あ
と
、
分
会
の
皆
さ
ん
に

一
杯

飲
み
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
と
誘
わ
れ
、
地
元
に
戻

っ
て

か
ら
飲
ん
で
、
自
転
車
は
押
し
て
帰
り
ま
し
た
。

【金
城
初
枝
会
員
】
私
も
定
期
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
散
分
科
会
で
は
、
各
分
会
か
ら
参
加
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
デ
ー
の
話
に
も
な
り

ま
し
た
が
、
私
が
所
属
す
る
八
広
分
会
は
上
に
書
い
て

あ
る
５
月
２４
日
の
開
催
で
は
な
く
て
、
９
月
６
日
に
三

輪
里
稲
荷
神
社
で
行
い
ま
す
。
木
工
体
験
、
タ
イ
ル
鍋

敷
き
、
風
ぐ
る
ま
づ
く
り
と
か
を
や
る
予
定
で
す
。
ち

な
み
に
、
深
井
さ
ん
の
す
み
だ
分
会
さ
ん
は
、
１０
月
頃

に
住
宅
デ
ー
を
行
う
そ
う
で
す
。

今日のOR IttAM I

♪やね よ りたか い
こいの一ぼ 一 リー ♪

賜l肇堕
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女性の会
すみだ
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４
月
３０
日
、
東
京
土
建
墨

田
支
部
会
館
２
階
会
議
室
に

て
、
協
同
組
合
す
み
だ
建
築

セ
ン
タ
ー
第
２５
回
通
常
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
み
だ
建
築
セ
ン
タ
ー

は
、
東
京
土
建
墨
田
支
部
が

設
立
し
た
事
業
協
同
組
合

で
、建
設
業
許
可
を
取
得
し
、

墨
田
区
や
地
域
か
ら
の
仕
事

を
受
注
し
、
墨
田
支
部
の
組

合
員
で
あ
る
会
員
の
皆
さ
ん

が
施
工
す
る

「共
同
受
注
事

業
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
労
働
保
険
事
務
組
合
の

認
可
も
受
け
、
労
災
保
険
や

雇
用
保
険
の
事
務
委
託
業
務

も
行
う
な
ど
、
東
京
土
建
墨

田
支
部
の

「産
業
対
策
」
と

′
呼
ば
れ
る
分
野
の
中
核
を
な

し
て
い
ま
す
。
事
務
所
は
東

京
土
建
墨
田
支
部
会
館
の
４

階
に
あ
り
、
東
京
土
建
墨
田

支
部
と
共
に
活
動

・
運
営
し

て
い
ま
す
。
東
京
土
建
の
各

支
部
で
様
々
な
産
業
対
策
分

野
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い

ま
す
が
、
協
同
組
合
と
い
う

法
人
格
を
持
つ
組
織
を
運
営

し
て
い
る
の
は
、
墨
田
支
部

の
大
き
な
特
徴
で
す
。

総
会
で
は
２
０
２
５
年
度

の
事
業
報
告
や
、
２
０
２
６

年
度
の
事
業
計
画
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
の
選
出
で

は
、
２
年
間
代
表
理
事
を
務

め
ら
れ
た
新
野
正
昭
さ
ん

谷立
花
）
が
退
任
さ
れ
、
新

た
に
永
瀧

一
也
さ
ん
（八
広
）

が
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
他

も
含
め
、
す
べ
て
の
議
案
は

全
Ｈ
耐
ェ

承
認
さ
れ
、
通
常
総
会
は
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
新
役
員
は
Ｍ
下
の
通

り
で
す
。代
表
理
事
。永
瀧

一

也
（八
広
）
、理
事
・深
井
善
則

（ひ
き
ふ
ね
）
、森
下
清
（本
所

第

ご

、
崎
山
達
彦

（本
所

第
二
）
、大
岩
幸
男
（八
広
）
、

倉
田
隆
（あ
づ
ま
）
、
鈴
木
明

宏
（ひ
き
ネ
ね
）
、
坂
本
功
通

（立
花
）
、
小
澤
健
太
郎

（す

み
だ
）
、
監
事

。
生
芝
規
雄

（あ
づ
ま
）
、
小
島
明

（す
み

だ
）
、以
上
の
皆
さ
ん
で
す
。

「協
同
組
合
す
み
だ
建
築

セ
ン
タ
ー
」
は

「
一
つ
の
法

人
」
で
す
が
、
東
京
土
建
墨

田
支
部
と

一
体
と
な

っ
て
活

勃
し
て
い
る
組
織
で
す
。
２

０
２
６
年
度
は
永
瀧
新
代
表

理
事
を
先
頭
に
、
さ
ら
な
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、〈
フ後
と
も
０
理
解
、

ё
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
　
１

い
た
し
ま
す
。

〃「五
月
蠅
い
」
の
読
み

方
は
？

４
　
素
人
将
模
で
は
王
よ
り

…
…
を
か
わ
い
が
る
人

も
い
ま
す

７
　
衣
類
で
Ｌ
や
Ｍ
よ
り
小

さ
い

８
　
５
月
の
誕
生
石

１０
　
思
い
通
り
に
な
り
、
喜

ぶ
と
き
の
言
葉

Ｈ
　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

・‥
・‥〈本

‐３
　
千
分
の

一
の
単
位

‐４
　
タ
ン
ス
や
テ
ー
ブ
ル
等

の
総
称
。
収
納
…
…
。

本
フ
ィ
ス
…
…

首
都
は
父
マ
ス
カ
ス

ジ
ャ
ズ
父
ン
ス
の
よ
う

な
手
法
の
有
酸
素
運
動

よ
く
似
て
い
る
こ
と

投
手
が
投
球
す
る
場
所

5

み
そ
…
…
。
…
…
粉

巻
き
貝
の
殻
に
住
む
節

足
動
物

盗
人
を
…
…
捕
る

無
罪
老
色
に
た
と
え
る

610 9

と
？

‐２
　
首
都
は
モ
ン
歩
ビ
デ

オ
、
南
ア
メ
リ
カ
南
東

部
に
あ
る
国

‐３
　
平
成
１９
年
か
ら
５
月
４

日
は
…
…
の
日

‐４
　
・…
‥
の
子
は
…
…

‐５
　
不
快
…
…
。
知
能
…
…

‐６
　
風
雨
を
防
ぐ
板
戸

‐８
　
家
と
家
と
の
間
の
せ
ま

い
道

‐９
　
金
太
郎
の
相
撲
相
手

５
月
１
日
は
労
働
者
の
祭

典

「メ
ー
デ
ー
」
。
１
８
８

６
年
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ

で
、
‐２
～
‐４
時
間
労
働
が
あ

た
り
ま
え
だ

っ
た
労
働
者
た

ち
が
、
８
時
間
労
働
制
を
求

め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行

っ
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

そ
の
５
月
１
日
、
第
９７
回

中
央
メ
ー
デ
ー
が
代
々
木
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「平

和
な
世
の
中
を
守
り
た
い
」

「暮
ら
し
に
ゆ
と
り
が
欲
し

い
」
と
い
っ
た
私
た
ち
の
声

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
予
定
で
し

た
が
…
。
こ
の
日
は
あ
い
に

く
の
空
模
様
で
、
豪
雨
の
中

で
式
典
の
み
が
行
わ
れ
、
残

念
な
が
ら
デ
モ
行
進
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
約
８
０

０
０
人
が
代
々
木
公
園
に
集

ま
り
、
墨
田
支
部
か
ら
も
２０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
激
し

い
雨
の
中
、
０
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

新野 さん (有)か ら永瀧 さん
にバ トンタ ッチ

〇
()

《解き方》イラス トをヒン トにして、二重ワクの 6文字をうまく並

べてできる言葉は ?

(作・ モロズミ勝 )

17 1521 204       3    2     1

「ド
ラ
イ
」
の
対
義
語

は
？
連
体
中
は
こ
ん
な
家
が

増
え
る
か
も
？

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
南
部

に
あ
る
共
和
国
、
首
都

は
サ
ヌ
ア

カ
レ
イ
に
似
た
平
た
い

魚

４
月
号
当
選
者
＆
答
え

ネ

コ

ソ

ツ

グ

ナ

コ

メ

ウ

≧

ダ

1)

ノ

ア

キ

力

イ

ヤ

ガ

ナ

ア

ツ

ク

力

ン

チ

ヒ

タ

タ

望
一ホ

ヤ

タ

チ

ム

キ

パ

ユ

キ
答
え

　

「
ハ
ツ
ガ
ツ
オ

（初

【い峙）　」
石 山 宇 間 土
嶋 下 佐 船 屋
美 佳

寿 ll党  世 待
和 子 楓 子 子

さ さ さ さ さ
ん ん ん ん ん

中

これ 白lら会 社 (法人事業雨

を設立する予定の有ヘ

厚生年金の加入と健

康保険の「適用除外承

認善」の手続きが嚇要

です。法人事蜘
~折

設立

前にJま魅すい支剖△連絡

してくださ丘l。 また、東京土建では社会

保険加入に懲要な費用 (法定福不」費)を
別枠明示した標準見積善を活用して、法

定福不」費の支払い 。確保の請求要求運動

を推進しています。東京土建は建設産業

でl動 く人′マの立場に立って、専門的声ょ知

識を蓄え、様ノマな相談に応じています。

どのようなことでもご相談ください。

雑余螺燥顔入に踏する避欄騒燃

籐爾殿逸罐ヘ
お間い合わせは、東京土建墨田支部まで

連絡先 i03-3614-3806
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クロスワードパズルの答えが分かつた,jは、ハガキで郵送または
右下のQRコードからお間い合わせフォームにアクセスし、お名前日
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